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有無，湧1日の深度，埋設管の種別口径， ~I I-!.然， ìh\jを|二の使-F?，並に導水管の口径種~IJ，延

















年次 | 葱帳面口数 | 川勇訓肌H出i
192-1 I 1292 I 826 














第 2 表は大:iI~+三 {F- と昭和八{F-の雨皮の調査に基づ色深度と子じ教との闘係を深度 10
(1)本誌第 1披， p. s. 
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く10 20 14 
<20 38 13 
く30 93 19 
く40 151 ，18 
<50 22，1 66 
く60 132 103 
<70 54 4， 
く80 31 51 
<90 10 28 
<100 14 42 
<1l0 15 43 
く120 4 14 
<VlO 7 12 
く140 5 3 
140く 4 3" 
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口数I 134 126 
く500 Iー |一一一一一一































































。 ス~ニ込町ー ー斗-L-Lr 

















i l i 
大正十三年 I 68.60 C I 851.;')'i I 






1;:; '71i 109 I k:2(， 




10.06 ~14.49 X 10' ;16.32 X 10' 
12.03，日以町内79X 10' 
年 次







大正十三年九十月平均 I3似 W 立方米| 度も亦卒均 54.01Cの高温であるから，之
昭和八年七，八月予均 I 8.38XlO" 1/ I 
I I が賞地の年卒均気温 15.30C(本誌失競「別
府の気象」参照)まで冷却放出する熱量を計算すれば
卒均一日の熱量=(54.1ー 15.3)X 19X 103X 103=7.4 X 10R:tEカロリ一















の成分で，tニ ~'ì賓脇の泉孔 (No. 1135など〉で、特に海水の影響を受け仁と思はれるものに
食純泉に近きものが一二あるといふにすぎぬ。岡形物線量はーリット Jレ中最大のもので
8.880 グラム，辰少 0.278ク'ラム，平均1.035グラムになって居る。而して其成分は調査





0，1816 .0031 .0024 ，0742 .03\)3 川1~9 .17，2 .2411 .0584 .5085 
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